
SAN Health 3.2 操作手順書

ブロケードコミュニケーションズシステムズ株式会社

2011年6月

© 2011 Brocade Communications Systems, Inc 1

注）この資料は、バージョン3.2.2をベースに記載しております。



目次

• SAN Health 3.2について

• SAN Health 3.2のインストール

• SAN Health 3.2の設定

• SAN Health 3.2の実行

• 付録

• 各種オプションの設定方法

• 設定の保存方法・復旧方法

• SAN Healthのお問い合わせ先

• SAN Healthに関するご質問は、
下記メールアドレスにて受け付けて
おります。

• JapanSanHealth@brocade.com
（日本語でのご対応）

• shadmin@brocade.com
（英語でのご対応）

6/29/2011© 2011 Brocade Communications Systems, Inc. 2

mailto:JapanSanHealth@brocade.com�
mailto:shadmin@brocade.com�


SAN Health 3.2について

6/29/2011© 2011 Brocade Communications Systems, Inc. 3



SAN Health とは?

• 概要
− SAN Health はSANファブリックの状況を測定し、状態を診断するためツールです。人
間でいうと定期健診(人間ドック)に相当するものです。
 ハードウエアおよびファブリック情報の収集

 ハードウェアエラー報告の収集

 トポロジー情報の収集(Visioファイル形式で提供)
 パフォーマンス情報の取得(FOS Fabricのみ)

• 目的
− 現在の接続状況、および、設定情報を把握する

− トポロジー情報の収集を行う

− エラーログ情報を解析することにより予防保守を実現する

• 方法
− 定期的もしくは構成変更が行なわれた際に、情報収集を行います。

• 2010年6月現在のフィールドでの実施実績
− 総レポート発行数 ：約30万件

− 実施済ユーザー数 ：約3.2万ユーザー
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SAN Healthの出力例
SAN環境の現状を把握するのに、有益な情報を収集できます。
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SAN構成の詳細

Visio
Diagram

FabricやZoneの一覧 設定内容の表示

各ポートの詳細トポロジー図 パフォーマンスグラフ



動作環境、および、対応機器一覧(1)

• SAN Health端末の動作条件
− PentiumⅢ 700MHz 以上

− メモリ512MB以上

− HDD 32MB以上の空き容量

− Ethernetポートを持っている事

− 対応OS、Windows2000+SP3、
WindowsXP+SP3、 Windows2003、
Windows2008、Windows Vista、
Windows 7であること

• SAN Healthの動作制限
− 69台以下の台数である事

− ダイレクタおよびスイッチに、telnetまたはssh
にてログイン可能である事

− 旧McDATA製品の場合、EOSのバージョンが
5.x以上である事

− Secure FOS環境には非対応

製品名 注意事項

Brocade DCX / DCX-4S

48000 Director

24000 Director

12000 Director

Mi10K Director EOS 9.0以降で対応

M6140 Director EOS 5.x以降で対応

M6064 Director EOS 5.x以降で対応

20X0 Switch

22X0 Switch

200E Switch

2400 Switch

2800 Switch

3200 Switch

3250 Switch

3800 Switch

3850 Switch

3900 Switch
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動作環境、および、対応機器一覧(2)

製品名 注意事項

200E Switch
4100 Switch
5000 Switch
4900 Switch
Brocade 300
Brocade 5100
Brocade 5300
Brocade 8000
7500 SAN Router
AP7420 SAN Router
Brocade 7600 Application Switch
Brocade Encryption Switch
M3016 Switch EOS 5.x以降で対応

M3032 Switch EOS 5.x以降で対応

M3216 Switch EOS 5.x以降で対応

M3232 Switch EOS 5.x以降で対応

M4300 Switch EOS 5.x以降で対応

M4400 Switch EOS 5.x以降で対応

M4500 Switch EOS 5.x以降で対応

M4700 Switch EOS 5.x以降で対応

製品名 注意事項

DP3-SCB1 Embedded Switch 1G EMC Symmetrix 
embedded switch

3010 Embedded Switch HP MSA1000 Switch Module

3014 Embedded Switch 2G Dell, 日立, 富士通 Blade

3016 Embedded Switch 2G IBM, Intel Blade

4012 Embedded Switch 4G HP Blade

4016 Embedded Switch 4G Dell, 日立, 富士通 Blade

4020 Embedded Switch 4G IBM, Intel Blade

4024 Embedded Switch 4G HP, NEC Blade

Access Gateway

MDS9020

MDS 9120/9124/9124e/ 
9134/9140 SAN-OS 2.0.3以降で対応

MDS 9216/9216i/9222i SAN-OS 2.0.3以降で対応

MDS 9506/9509/9513 SAN-OS 2.0.3以降で対応
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SAN Health 3.2のインストール
この資料は、バージョン3.2.2をベースに記載しております
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SAN Health 3.2のインストール (1)

• 下記URLよりプログラムを入手します。

• http://www.brocade.com/services-support/drivers-downloads/san-health-
diagnostics/download_san_health.page

セットアッププログラムの入手

6/29/2011© 2011 Brocade Communications Systems, Inc. 9

「Download」ボタンを押して、
SAN Healthを入手して下さい
(2011/6/28時の最新版は3.2.2)

http://www.brocade.com/services-support/drivers-downloads/san-health-diagnostics/download_san_health.page�
http://www.brocade.com/services-support/drivers-downloads/san-health-diagnostics/download_san_health.page�


SAN Health 3.2のインストール (2) 

• ダウンロードしたzipファイルを解凍し、InstallSANHealth.exeを実行します。

• 実行後に下図の画面出力後、「Next」をクリックして次に進みます。

セットアッププログラムの起動
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SAN Health 3.2のインストール (3) 

• ライセンス使用許諾に同意します。

• 同意後、「Next」をクリックして次に進みます。

ライセンス使用許諾
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ライセンス条項に同意する場合には
このチェックボックスをクリックし、
チェックを入れる



SAN Health 3.2のインストール (4) 

• 必要に応じて、インストール先のフォルダを指定します。
• 標準でプログラム本体はC:¥Program Files¥Brocade¥SAN Healthにインストールされます。

• 標準でAuditに関するファイルは、C:¥SAN Health Auditsにインストールされます。

• 「Install」ボタンをクリックすると、インストールが開始されます。

インストール先の指定
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SAN Health 3.2のインストール (5) 

• SAN Healthのインストールが行われます。

インストールの開始
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SAN Health 3.2のインストール (6) 

• インストール完了後にSAN Healthを起動する場合、「Finish」をクリックして下さい。

• 起動しない場合、[Start the application] のチェックを外してから「Finish」をクリックして下さい。

インストール完了とSAN Healthの起動
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SAN Health 3.2の設定
この資料は、バージョン3.2.2をベースに記載しております
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SAN Health 3.2の設定 (1)

• デスクトップのSAN Healthショートカット、もしくは “プログラム→SAN Health → SAN 
Health”よりSAN Healthを起動します。

• 左上のメニューバーの「New」をクリックして、新しいプロファイルを作成します。
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ディスクトップ上の
SAN Healthアイコン

[New]のボタンを押して
操作を始めて下さい。



SAN Health 3.2の設定 (2)
“Site Details” - サイトプロファイルの作成
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SAN Healthを実行するユーザ様情報を入力。
対象機器の設置場所の情報を入力してください。

SAN Healthを実行するユーザ様情報を入力。
お名前と職種、電話番号を入力してください。

• SAN Healthを実行するユーザサイトのプロファイルを作成します。



SAN Health 3.2の設定 (2)

• SAN Healthを実行するユーザサイトのプロファイルを作成します。

“Report Return” – レポート返送先の指定
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ここで指定したメールアドレスに、レポートが
作成された旨の通知が行われます。

ブロケード担当エンジニアのメールアドレス、または、
San Healthの日本語サポートが必要な場合は
JapanSanHealth@brocade.comを入力

ブロケードサポートに対応依頼をしているケースに
対してSAN Healthを実行した場合、そのケース
IDを入力。

左記「Relation to Brocade」でOtherを選択された
場合には、スイッチを導入した弊社パートナー様の
情報を入力。
ここで指定したアドレスへもレポートが送信されます。

mailto:JapanSanHealth@brocade.com�


SAN Health 3.2の設定 (2)

• SAN DetailsタブからSAN Healthを実行するSANの名前を入力します。
• 例)デュアルファブリック構成でFabric-1, Fabric-2というファブリックがある場合、その
二つのファブリックを総称するSANの名前を入力します。

• 入力後、赤いアイコンが緑に変わります。

“Add Switches” - SAN Detailsタブ
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対象となるFabricの名前を入力



SAN Health 3.2の設定 (2)

• ファブリック内に存在する任意のスイッチのIPアドレス、ユーザ名、パスワードを入力します。

• 「Connect Directly To Switch」ボタンをクリックし、ファブリック内のスイッチを検索します。

• そのファブリックに接続されている全てのスイッチが検索されます。

• ファブリックが複数ある場合には、同じ操作を繰り返します。

“Add Switches” - Add Switchesタブ(1)
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スイッチを直接検索する場合
はチェックを入れる。

ファブリック内の全てのスイッチ
が同じパスワードの場合は、
チェックを入れる

接続するスイッチのIPアドレス、
ユーザ名、パスワードを入力

スイッチが検出されるとファブリック
が表示される。
この状態では赤い表示のまま。
IPアドレスで指定したスイッチは

緑色のアイコンで表示される。
ファブリック内のその他のスイッチ
は黄色表示。

デュアルファブリック構成の場合は、
IPアドレスを変えて同じ作業を繰
り返すと、ファブリックが2個検出
される。



SAN Health 3.2の設定 (2)

• スイッチの検索を行うEFCMサーバのIPアドレス、ユーザ名、パスワードを入力します。

• 「Connect To Switch Via an EFCM Server」ボタンをクリックし、ファブリック内のスイッチを検索し
ます。
• そのファブリックに接続されている全てのスイッチが検索されます。

“Add Switches” - Add Switchesタブ(2)
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EFCM/DCFM経由で
検索する場合は、
チェックを入れる。

ファブリック内の全てのスイッチ
が同じパスワードの場合は、
チェックを入れる

EFCM/DCFMサーバの
IPアドレス、ユーザ名、
パスワードを入力

スイッチが検出されるとファブリック
が表示される。
この状態では赤い表示のまま。
IPアドレスで指定したスイッチは
緑色のアイコンで表示される。
ファブリック内のその他のスイッチ
は黄色表示。
デュアルファブリック構成の場合は、
IPアドレスを変えて同じ作業を
繰り返すと、ファブリックが2個検
出される。



SAN Health 3.2の設定 (2)

• 検出されたファブリックに対してプロファイルを入力します。
• 上部ファブリックツリーのウィンドウでファブリックを選択しないとFabric Detailsタブの入力はできません。

• 「Capture Performance Data for」には、パフォーマンス測定を実施する期間を指定。

“Add Switches” - Fabric Detailsタブ
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Fabricプロファイルを入力後、赤から黄色へアイコンが変化。
SANをあらわすアイコンは、ファブリックを表すアイコンに黄色ア
イコンが存在する間は黄色表示。

ファブリック名、スイッチをサポートしているOEM/パートナー
様名、ファブリックのタイプを選択。

パフォーマンス測定の時間を下記より選択。

１分、５分、１０分、１５分、３０分、４５分、１時間、２時間、
３時間、４時間、８時間、１２時間、１８時間、２４時間、
３６時間、４８時間、計測しない



SAN Health 3.2の設定 (2)

アイコン色 User Name
Password

Connectivity 
Tested

赤 設定されてない Not Tested

黄 設定済み Not Tested

緑 設定済み Pass

“Add Switches” - Switch Detailsタブ(1)
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アイコンの色による各スイッチの状態

各ダイレクタ・スイッチにおける、下記情報が表示さ
れます。
Switch Name, IP Address, World Wide Name, 
Principal Switch, User Name, Password, Visio
Layout(トポロジー図の表示形態)



SAN Health 3.2の設定 (2)

• 何らかの理由によりTest Connectivityに失敗した場合には、Activity Logウィンドウにより理由を確認します。

• スイッチアイコンが赤色に変わっている場合には、Switch DetailedタブでUser NameとPasswordを再度設定する必要
があります。

“Add Switches” - Switch Detailsタブ(2)
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接続が失敗した場合は、こちらでユーザID
およびパスワードの再設定を行なって下さい。

ログの内容を確認。

telnetまたはsshの接続確認を行う
場合は、このボタンを選択。



SAN Health 3.2の設定 (2)

• EFCM/DCFMと連携をとる場合には、「Use EFCM Server as a proxy」を選択し、枠
内にEFCM/DCFMサーバの設定を入力して下さい。

“Add Switches” - Switch Detailsタブ(3)
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EFCM/DCFMサーバの
設定を入力。



１．画面上がから該当するスイッチを選択。
２．スイッチ上で右クリックを行い、メニューから[Remove
Switch From Audit Set] を選択

３．消去を確認する画面が表示されるので、[はい]を選択

SAN Health 3.2の設定 (2)

• 認識されているが今回の情報収集対象にしないスイッチは、下記手順にて登録を削
除することができます。必要に応じて、削除を実施してください。

不要なスイッチの削除
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SAN Health 3.2の実行
この資料は、バージョン3.2.2をベースに記載しております
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SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 

• 情報収集の流れとして、 [Preflight Check] → [Start Audit]の順番で実行します。

情報収集の実行
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１．情報収集前の確認として[Preflight Check]を
実行し、正常に終了する事を確認。

２．[Start Audit]を押して、情報収集を開始
します。



SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 

• サイトプロファイルで、入力情報に間違いがある場合、上記のようなメッセージが表示
されます。

• ユーザ情報や確認のために2度入力したメールアドレスなど

• その他ログウィンドウにエラーの詳細が報告されますので、その情報を元に入力情報、
フォーマットが正しいか再度ご確認および再入力を行なって下さい。

プロファイルエラー
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SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 
データ収集(1)

• データ収集が開始されると、青枠の画面
に実行されている内容の詳細が表示さ
れます。

• コマンドでの情報収集時には、コマンド実行時
の画面が、パフォーマンス収集時にはグラフが表
示されます。

• この詳細表示は、該当するスイッチを選
択する事で、他のスイッチの状態を見る
事ができます。（方法は次ページ以降に
記載）
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SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 
データ収集(2)

• Show Details for This Switch
• 選択されたスイッチの詳細情報を表
示します。

• 現在実行されているコマンドや、パ
フォーマンスデータ収集時にはグラフを
表示します。

• Stop Capture for This Switch
• 選択されたスイッチのデータ収集を中
止します。

• Stop All Active Switch Diagnostic 
Session
• 全てのスイッチに対してのデータ収集を
中止します。
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SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 

• データ収集終了後、収集データからBSH (拡張子)ファイルを自動的に生成します。

• ファイルは暗号化および圧縮されます。

BSHファイルの作成
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BSHファイルの生成が終了したら、
Nextボタンをクリックします。

データの暗号化および圧縮の
状況を表示



SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 

• 収集されたデータが、XML形式で表示されます。

• そのまま「Next」ボタンをクリックします。

“Review Results” - BSHファイルの確認

6/29/2011© 2011 Brocade Communications Systems, Inc. 33

[Next]を押して、次の画面に
進みます。



SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 
“Report Queue” - BSHファイルのアップロード -1
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最後に[Exit]を押して、
SAN Healthを終了し
ます。

このボタンをクリックすると、HTTPSで
ブロケードのレポートジェネレータに
レポートが転送されます。



SAN Health 3.1の実行 - Start Audit 
“Report Queue” - BSHファイルのアップロード -2
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SAN Healthのデータが、ブロケードの
レポートジェネレータに転送されると、
このような表示が行われます。



レポートの生成と入手について

• BSHファイルアップロード後、通常3営業日以内に設定されたメー
ルアドレス宛にレポートが送付されます。

• メールアドレスの指定により、レポートの送信のされ方が下記のよ
うに異なります。

1. 「who is this SAN Health report being prepare for ?」において、指定し
たメールアドレスに対し、レポートが添付メールで送信されます。

2. 「A Brocade staff member you are working with」に指定された弊社
担当者に、レポートがメール添付にて送付されます。

3. 「Another Company that you are working with ? 」に指定された弊社
パートナー様に、レポートがメール添付にて送信されます。

• レポートは、ExcelファイルおよびVisioファイルが提供されます。
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付録
この資料は、バージョン3.2.2をベースに記載しております
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SAN Health 3.2のオプション設定
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設定を行う場合は、こちらのボタンを
選択します。



SAN Health 3.2のオプション設定

• 収集したデータの出力先やメールの自動送信の指定ができます。

• 日本語にて設定を保存する場合の必須の設定項目があります。

“General Options” - 基本設定
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測定対象のスイッチまでの
ネットワーク環境を指定

スイッチを検出するまでの
Timeoutを調整

作成されるレポートにIPア
ドレスを表記したくない場
合にチェック

SAN Healthにより生成されるデータファイルの出力先フォルダを指定します。
標準では「C:¥SAN Health Audits」に保存されます。

SAN Healthプログラムが
スイッチにアクセスする
際のプロトコルを選択

日本語環境で設定を保存
する場合には必須設定



SAN Health 3.2のオプション設定
“Switch Diagnostics” - コマンドの選択
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FOSで稼働する
スイッチの設定項目

使用するコマンドを指定
（通常は全選択を推奨）

Mi10Kで稼働する
スイッチの設定項目

M-EOSで稼働する
スイッチの設定項目

Cisco MDS製品の
設定項目



SAN Health 3.2のオプション設定

• この項目ではデバイス名の関連付けを行います。

“Device Names” – デバイスの名称を設定(1)
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SAN Healthが検知したWWPNをColumn1の
WWPNとマッピングし、Column2-4に指定して
ある記述をレポート上に表示。

4個のColumnからなるCSVを読み込ませる事に
より、Visioに表示されるデバイスを、より分かりや
すくする事が可能。また、ハイパーリンクを指定す
ることにより、Visioアイコンからハイパーリンク先に
飛ばす事が可能。
Column1: デバイスのWWPN
Column2: 表示したいデバイス名
Column3: 追加情報
Column4: ハイパーリンク

Column1 Column2 Colmun3 Column4

Visioダイアグラム上で表示されるデバイス名を
決めるにあたり、どの順序で名前を検索する
かを設定。一番最初にWWNとデバイス名の
マッピングが見つかったデバイス名で表示される。



SAN Health 3.2のオプション設定

• この項目ではEFCM/DCFM上のNicknameとデバイス名の関連付けを行います。

“Device Names” – デバイスの名称を設定(2)
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EFCM/DCFMが検知したWWPNを
Column1のWWPNとマッピングし、
Column2-3に指定してある記述をレ
ポート上に表示。

3個のColumnからなるCSVを読み込
ませる事により、Visioに表示されるデ
バイスを、より分かりやすくする事が可
能。Column1: デバイスのWWPN
Column2: 表示したいデバイス名
Column3: 追加情報

Column1 Column2 Colmun3

Visioダイアグラム上で表示されるデバイ
ス名を決めるにあたり、どの順序で名前
を検索するかを設定。一番最初に
WWNとデバイス名のマッピングが見つかっ
たデバイス名で表示される。



SAN Health 3.2のオプション設定

• Excelにより作成されるレポートのフォーマットを指定します。

“Report Format” – レポートのフォーマットを指定
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カンパニーロゴ等をレポートのフッターに挿入す
る事が可能。挿入するファイルを指定する。

作成されるレポートの用紙サイズを指定。
（A4サイズの指定を推奨）

ポート接続状況、ゾーン情報、ポートエラー情
報などを含んだ詳細なレポートを作成。パ
フォーマンスデータを収集する際には、こちらを
選択します。

ファブリックに含まれているスイッチの概要情報
のみを含んだレポートを作成。

パフォーマンスグラフをレポートに含める場合
に選択。



SAN Health 3.2のオプション設定

• Visioにより作成されるトポロジー図のフォーマットを指定します。

“Diagram Format” – Visioレポートのフォーマット指定
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デバイスアイコンと一緒に
表示されるテキストのタイ
プを選択

全対象ファブリックを
1ページに描画

スイッチアイコンと一緒に
表示されるテキストのタイ
プを選択

接続されているデバイスは
表示せずに、スイッチの接
続形体(トポロジー)のみを
表示したダイアグラムを、追
加で作成する場合に設定。

指定したCSVファイルから
の情報を表示したい場合
には、対応するCSVのカラ
ムを指定。

1ページあたり
1ファブリックを描画



SAN Health 3.2のオプション設定

• 生成したファイルを送信するための設定を行います。

audit data file upload
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送り先メールアドレス

SMTPサーバ

送信元メールアドレス

HTTPSの接続
試験が可能

テストファイルの
送信試験が可能

データ収集後に自動的に
データを送信する場合は
こちらを選択

HTTPSで送信する
場合はこちらを選択

E-Mailで送信する
場合はこちらを選択



SAN Health 3.2の設定の保存方法

• 標準で、設定ファイルは SAN Healthを導入したディレクトリ内に保存されます。
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設定内容を保存する場合には、
こちらのボタンを選択します。

ファイル名を入力後に[保存]の
ボタンを押し、設定内容を
保存します



SAN Health 3.2の設定の復旧方法

• 標準で、設定ファイルは SAN Healthを導入したディレクトリ内に保存されています。
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設定内容を復旧する場合には、
こちらのボタンを選択します。

ファイル名を入力後に[開く]の
ボタンを押し、設定内容を
復旧します



ありがとうございました
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